
~~~主~~父市Ot総統J昨今ヰ総統訪尾幹事t~~~幹事t~ 争~;ç~~お~:~nヰヰ味得総事t~ヰ)t;ç1ヰ~~ヰ~総ヰヰ~~~~~~時Ä~~陀~~争時*曾4ヰ~~ヰメ父持拡~~畦~ば縁寺院~

i休日の急患は休日・夜間急患診療所ヘ - 圃 紬 闘 舗闘包TrNI闘si 
h宮前払Ij持討すこ時金字抑制E礼・vt::涯一昨川市胎休3
吋 話学所きはる用 、必い、初にのあ会当時分 5付に。月び年 、， .l圃. t '，qO.，ι・.._符 療あ ー 現 」 タの 」 受 がな 日 ム
将 校 た必かすま要。休診応診た、医 s 0 11時 外 た 1歯始 白2司II;， ~ ....'~官・圃r ' 科る 万在 と l たがけ急かや 持
~ 3，4北 平いず直るたなま日 ・ :急療つ 薬師 10休時間科だ土科:::L." ~唾売会rコ画・・'，~ 目。四、し 」 めあらにが夜 ~
st |側塚。健接場は場たご再処所て剤 時日 30 のし曜(は征7言、-.a.，.，':可置、、l 千診てとのるれ悪痛問 ~zO)市康来 合転合、と町一…休診、臼歯内 芳 ミ 三 五休件療昭と 活。るくくに Z

三 中 震所は送は症にとを、た会療分よと日療 4 -科科a 二季、 、7tI..日 (所 和も動保 「
ハ 一 塁 す 、レ、状 利り 施 あだの は。び午の が 月のは、 掴届~一六千.何置( 平だ五にの 健休つ つ 「 佐
紘 一 証る診てニ が用 っ く い 会、 平 後昼加か夜昼小園~~町四.~正、司司.日 成げ十 「 場予臼たた念 体
交 番 を。 療い次重すよすまで民医 日 l 問えら間間児官、風ご・-.-l，問品~曜 四で五地で防 ・と 」 に ZZ 17 持 な 所る誓 いる うさでいに師 の時はらははの科 1階は休日・夜間綿診察所、 日 年 一 年域あお夜きな熱 E

号 参おに 急場こに」もるよ会 夜 30午れ土内み 2階は保健センター。育児教 、 度年に医るよ聞にどが -

Z 審 主主筆 護老長護Z室。義長 思マ号売管雪コ話 室 、 糟 教 室 (写 真)など保健 普 石官製警京高意憲一定 2
.~ いのを を入でしのを 番科 午 4 時 の 小 平、 活動の拠点となっている。 、 利 おさン健康診処の 」 材

~~ヰ特待林林持梓~絵手本非公~~縁体林~祥寺e挙-1t ~1時市ヰキ吋争仁祥寺略」持拡1ヰ~~事t総事~;IIÇ争ヰ拡4ヰ拡~~~事t;IIÇ~~時~持 1略事t:~事~~時事ヰキ惨事ヰキ~~争仁谷宇ヰキ略事ç~~ヰ持

ラ
ブ
の
み
な
さ
ん
の
ペ
イ
ン
ト

用
で
、
色
を
塗
る
た
め
の
鏡
が

取
り
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

中
で
も
ト
イ
レ
は
、
既
存
の

九
十
五
基
に
対
し
、
大
幅
に
増

設
し
て
四
百
十
基
に
し
ま
し
た

の
で
、
約
四
十
五
人
に

一
基
の

割
合
で
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

男
女
の
内
訳
は
、
男
性
の
大

が
五
十
八
基
で
二
十
基
の
増
、

小
が
百
七
十
四
基
で
三
十
六
基

の
増
、
女
性
は
百
七
十
五
基
で

九
十
九
基
と
大
幅
に
増
設
さ
れ

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
十
五
分
の
ハ
ー
フ

タ
イ
ム
に
、
大
勢
の
み
な
さ
ん

が
ト
イ
レ
に
殺
到
し
て
も
対
応

で
き
る
よ
う
、
配
慮
さ
れ
た
も

の
で
日
本

一
の
ト
イ
レ
数
と
な

っ
て
い
ま
す
。

E~~留置函註対を[.JI

J
リ
1
グ
入
り
を
呆
た
し
た
ベ
ル
マ
l
レ
平
壊
の
た
め
に
、
平
塚
競
技
場
の
改
修
工
事
を
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行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
完
成
し
、

三
月
十
六
日
(
水
)
午
後
七
時
か
ら
の
横
浜
マ

リ
ノ
ス
戦
で
と
甘
ら
お
と
し
が
行
わ
れ
ま
す
。

今
回
の
改
修
工
事
に
よ
り
、
観
客
席
は
、
立

見
席
も
合
わ
せ
て
一
万
八
千
五
百
人
収
容
で
き
る
ス
タ
ン
ド
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

一
年

中
背
々
と
し
た
イ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
に
す
る
た
め
に
、
西
洋
芝
に
張
り
替
え
、
照
明
も

一
千
五
百

ル
ッ
ク
ス
に
す
る
な
ど
、
明
る
く
き
れ
い
な
競
技
場
に
変
身
し
て
い
ま
す
。

た
。
さ
ら
に
、
テ
レ
ビ
中
継
室

や
南
北
の
マ
ラ
ソ
ン
ゲ
1
ト
、

男
女
ト
イ
レ
、
従
業
員
控
え
室

な
ど
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

二
階
部
分
は
男
女
の
ト
イ
レ
と

コ
ン
コ
1
ス
で
す
。

パ
ッ
ク
ス
タ
ン
ド
は
、
男
女

の
ト
イ
レ
と
売
庖
、
器
具
庫
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
珍
し
い
施
設

と
し
て
は
、
ト
イ
レ
の
外
壁
を

利
用
し
た
化
粧
コ
ー
ナ
ー
で

す
。
こ
れ
は
、
サ
ボ
1
タ
l
ク

年
中
青
い
洋
芝
に

ら
競
技
場
の
新
し
い
条
件
が
提

示
さ
れ
、
乙
の
条
件
を
ク
リ
ア

す
る
た
め
に
、
ス
タ
ン
ド
の
改
修

や
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
拡
張
な
ど
が

余
儀
な
く
さ
れ
、
改
修
工
事
を

行
い
ま
し
た
。

J
リ
1
グ
の
ザ
ッ
カ
l
コ
ー

ト
の
基
準
は
、

長
さ
百
五

M
・

幅
六
十
八
討
と
定
め
ら
れ
て
お

り
、
平
塚
競
技
場
の
イ
ン
フ
ィ

ー
ル
ド
で
は
、
長
さ
が
五
肘
足

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
今

回
の
改
修
工
事
に
よ
り
、
基
準

よ
り
大
き
い
長
さ
百
七

M
・
幅

七
十
一
討
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
拡

張
し
た
の
で
す
。
ま
た
、

一
年

中
背
々
と
し
た
芝
生
が
条
件
で

し
た
の
で
、

-U
ウ
ラ
イ
芝
か
ら

西
洋
芝
に
張
り
替
え
ま
し
た
。

平
塚
競
技
場
は
、
総
面
積
が

三
万
一
千
平
方

M
あ
り
、
ト
ラ

ッ
ク

一
周
が
四
百
肘
八
コ
1
ス

の
第
二
極
公
認
陸
上
競
技
場
で

す
。
ま
た
、
雨
が
降
っ
て
も
競

技
が
で
き
る
よ
う
全
天
候
型
と

な
っ
て
い
ま
す
。

イ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
(
ト
ラ
ッ

ク
内
側
)
は
、
・
長
さ
百
計

・
幅

七
十
討
の
芝
生
と
、
両
端
に
ウ

レ
タ
ン
舗
装
が
あ
り
、
こ
こ
で

サ
ッ
カ
ー
や
ラ
グ
ビ
ー
、
ア
メ

リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
陸
上

競
技
の
円
盤
投
げ
や
ハ
ン
マ
ー

投
げ
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
し

た。
し
か
し
、
昨
年
の
夏
、

J
リ

ー
グ
入
り
を
目
指
す
ベ
ル
マ
1

レ
平
塚
に
対
し
、

J
リ
l
グ
か

演
出
用
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

夜
間
照
明
施
設
は
、
今
ま
で

陸
上
競
技
や
サ
ッ
カ
ー
、
ラ
グ

ビ
ー
が
で
き
る
よ
う
、
聖
火
の

ト
1
チ
を
表
現
し
た
照
明
塔
が

四
基
設
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
が

J
リ
1
グ
の
規
準
に
合
わ
せ
る

た
め
、
投
光
器
用
ラ
ン
プ
を
三

百
十
二
個
増
設
す
る
な
ど
し
て

一
千
五
百
ル
ッ
ク
ス
に
照
度
を

上
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
石
井

幹
子
デ
ザ
イ
ン
事
務
所
の
設
計

に
よ
る
、
ス
コ
ア
ボ
ー
ド
を
照

ら
す
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
用
ラ
イ
ト

が
五
十
七
台
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

エチ

1
J

ス

ツ

場

以

ズ

レ

技

ゲ

一
ス
フ

犠

ス

一

ラ

レ

ン

場

ノ

フ

ユ

ト

パ

け

パ

洋

リ

ピ

リ

ン

ス

対

比

g
I

マ

ジ

フ

ア

エ

ガ

持

対
対
対
対
対
分
対

「
FLF

n
v

初

時

時

時

時

時

期

時

国
国
間

9

9

5

5

5

8

9

1
1
)

)

)

)

)

)

)
 

μ
休

体

は

は

は

ほ

体

一
日
日
目
白
日
日
日

ヲ

Z
6

3

l

3

0

7

8

て

1

2

5

2

3
，

t
1

ル

月

月

月

月

月

月

月

ベ
3

3

4

4

4

5

5

選
手
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
と
き

に
選
手
を
照
明
ア
ッ
プ
す
る
ウ

イ
ナ
1
ハ
イ
ラ
イ
ト
を
ス
タ
ン

ド
匡
根
の
上
に
十
二
台
、
競
技

場
を
浮
き
彫
り
に
す
る
サ
ラ
ウ

ン
ド
ラ
イ
ト
が
二
千
六
百
灯
取

り
付
貯
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
他
の
競
技
場
に
な
い
新
し

い
設
備
で
、
ゲ
ー
ム
を
盛
り
上

げ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

広 報

万
八
千
五
百
人
収
容

桃の花宮諜は 「チャーミン

グJ。かわいらしい花を咲か

せる桃。弥生のお祭りといえ

ば、桃の節句。そのひな段に

飾られる桃の花は、容の色を

感じさせる。

チャーミングな桃

の
背
な
し
席
を
設
け
ま
し
た
。

立
見
席
の
サ
イ
ド
ス
タ
ン
ド

等
は
、延
べ
面
積
が
二
千
三
百
八

十
四
平
方
肘
あ
り
、
八
千
三
百

六
十
二
人
分
が
確
保
で
き
た
の

で
、
観
客
席
は
合
計

一
万
六
千

九
百
五
十
四
平
方
M
-
一
万
八

千
五
百
席
と
な
り
ま
し
た
。

観
客
席
は
、
今
ま
で
メ
イ
ン

ス
タ
ン
ド
に
三
千
三
百
四
十
八

人
の
い
ず
席
と
、
パ
ッ
ク
ス
タ

ン
ド
に
八
千
五
百
人
の
芝
生
席

が
あ
り
ま
し
た
。

J
リ
l
グ
昇
格
条
件
が

一
万

五
千
人
以
上
収
容
で
き
る
ス
タ

ン
ド
と
い
う
こ
と
か
ら
メ
イ
ン

ス
タ
ン
ド
は
、
既
存
の
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
り
三
階
建
て

を
、
両
サ
イ
ド
に
四
千
六
十
六

平
方
れ
増
築
し
て
、
五
千
三
百

十
九
人
の
背
付
き
い
す
席
に
な

り
ま
し
た
。

パ
ッ
ク
ス
タ
ン
ド
は
、
芝
生

席
を
鉄
骨
A
L
C
板
造
り
二
階

建
て
に
し
、
四
千
八
百
十
九
人

パ
ス
か
自
転
車

で
お
出
掛
け
を

こ
け
ら
お
と
し
は
、

一ニ
月
十

六
日
(
水
)
午
後
七
時
か
ら
行
わ

れ
る
J
リ
1
グ
ベ
ル
マ
l
レ
平

塚
対
横
浜
マ
リ
ノ
ス
戦
で
す
。

日
程
は
上
表
の
と
お
り
。
た
だ

し
、
入
場
券
が
な
い
と
入
場
で

き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
平
塚
競
技

場
に
は
駐
車
場
が
な
い
の
で
、

車
で
の
サ
ッ
カ
ー
観
戦
は
で
き

ま
せ
ん
。
自
転
車
か
パ
ス
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
総

合
公
園
管
理
事
務
所
(
電
話
お

|
二
二
三
三
)

へ。

ト
イ
レ
を
僧
設

し
四
百
十
基
に

増
築
さ
れ
た
メ
イ
ン
ス
タ
ン

ド
の

一
階
部
分
に
は
、
選
手
が

ア
ッ
プ
す
る
た
め
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
エ
リ
ア
や
更
衣
室
、
シ
ャ

ワ
ー
室
な
ど
が
設
け
ら
れ
ま
し

』

F

メ
イ
ン
ス
タ
ン
ド
か
ら
立
見
席
を
望
む



(2) 平成6年 3月寸目広報ひらつか

お
茶
席
は
別
世
界

一ホ
や
芸
能
発
表
、
模
擬
屈

な
ど
の
ほ
か
、
各
公
民
館

独
自
の
催
し
も
行
わ
れ
、

訪
れ
る
人
の
自
を
ひ
い
て

い
ま
し
た
。

作
品
を
鑑
賞

第 522号

「
防
火
の
輪
つ
な
げ
て
広

げ
て
な
く
す
火
事
」
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
も
と
に
、
今
年
も
火
災

が
発
生
し
や
す
い
時
期
を
迎
え

三
月
一
日
(
火
)
か
ら
七
日

(
月
)
ま
で
、
春
の
火
災
予
防

運
動
が
実
施
さ
れ
る
。

特
に
こ
の
迎
動
期
間
中
は
、

尊
い
生
命
や
財
産
を

一
瞬
の
う

ち
に
奪
っ
て
し
ま
う
、
恐
し
い

火
災
か
ら
お
年
寄
り
を
守
る
た

め
に
、
ひ
と
り
怒
ら
し
ゃ
寝
た

き
り
の
お
年
寄
り
が
い
る
家
庭

を
訪
問
し
て
、
火
災
の
原
因
と

な
り
や
す
い
箇
所
を
点
検
し
、

指
導
す
る
。
ま
た
、
多
く
の
人

が
出
入
り
す
る
建
物
の
安
全
対

策
の
検
査
と
、

自
力
で
避
難
で

き
な
い
老
人
ホ
1
ム
や
病
院
等

の
安
全
対
策
が
で
き
て
い
る

手
際
よ
く
焼
く

裏
方

4 ・x (' 
実
変
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4 月なふり車の ・ ドが号事務 F
A ニっ さ入道地 二 と、線を所 ・

会金勧縫簿週金支宮、
3
日
に
消
防
訓
練

多
く
の
人
が
出
入
り
す
る
建

物
の
火
災
を
想
定
し
た
、
消
防

訓
練
が
行
わ
れ
る
。

マ
日
時

3
月
3
日
(
木
)
午

前
9
時
叩
分

1
刊
分

マ
会
場
ダ
イ
ク
マ
平
標
庖

防
火
パ
レ
ー
ド

ミ
ス
七
夕
を
一
日
消
防
長
に

迎
え
、
東
海
大
学
吹
奏
楽
研
究

会
、
平
塚
古
式
消
防
保
存
会
、

消
防
団
が
参
加
し
て
、
防
火
パ

レ
ー
ド
が
行
わ
れ
る
。

マ
日
時

3
月
5
日
(
土
)
午

後
2
時

1

マ
会
場

M
N
ピ
ル
南
側
広

場、

J
R
平
塚
駅
、
紅
谷
パ
ー

ル
ロ
ー
ド

マ
問
い
合
わ
せ
先
消
防
本
部

予
防
課
(
内
線
三
九
四
)

戸
シ
ス
タ
ン
ト
募
集

平
塚
市
美
術
館
で
は
、
五
月
二

十
一

日
(
土
)
か
ら
六
月
二
十
六

日
(
日
)
ま
で
「
H
I
B
I
N
O

S
P
E
C
I
A
L
-日
比
野
克

彦
の
世
界
l
」
を
開
備
す
る
。

こ
の
展
覧
会
に
先
立
ち
、
日

比
野
克
彦
氏
が
美
術
館
ア
ト
リ

エ
で
作
品
制
作
を
行
う
。
こ
の

作
品
制
作

(展
示
・
徹
去
も
含

む
)
に
際
し
、
お
手
伝
い
い
た

だ
く
ア
シ
ス
タ
ン
ト
(
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
)
を
募
集
し
て
い
る
。

マ
対
象
英
術
系
大
学
か
美
術

系
専
門
学
校
在
学
生
以
上
の
男

女
。
専
攻
は
問
わ
な
い

マ
期
間
4
月
1
日
か
ら
6
月

初
日
ま
で
の
聞
の
、

主
に
展
覧

3月30日・ 15: 00~16 : 00 

31日・ 13: 30~14 : 30 

31日 ・15: 00~16 : 00 

4月 1日・ 13: 00~14 : 00 

1日・ 15: 00~16 : 00 

5日 ・13:00へ-13: 50 

5日・ 14: 1O~14 : 40 

5日 ・15: 1O~16 : 10 

6日 ・15: 00~16 : 00 

7日・ 13: 00~13 : 30 

7日 ・13: 40~14 : 30 

7日・ 15: 00~16 : 00 

8日 ・13: 30~14 : 30 

8日 ・15: 00~16 : 00 

12日・ 13: 00~14 : 00 

12日 ・14: 30~15 : 20 

12日・ 15:30へ-16 : 00 

移動図書館の日程
3月 16日

17日

17日

18日

18日

23日

24日

24日

24日

25日

25日

29日

29日

29日

松延小学校

金目小学校

みずほ小学校

ふじみ野商l苫街

旭陵中学校

港小学校

海 宝寺

豊田公民館

松が丘公民館

城島小学校

城島公民館

岡崎小学校

浄心寺

金田公民館

土屋小学校

吉沢小学校

吉沢公民館

日

(木

)
t
n日
(
火
)

【中
心
街
イ
ベ
ン
ト
実
行
要
員

会
「
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
美
術
館
」
}

3
月

M
日
(
木
)
i
m
白
(
火
)

{風
景
の
会
写
真
展
}
3
月
担

日
(
木
)
i
4
月
5
日
(
火
)

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

{
ユ
ニ
セ
フ
写
真
展

「こ
ど

も
・
ア
フ
リ
カ
の
開
発
と
未

来
」
】
3
月
1
臼

(火
)
5
3

月
6
日

(臼
)

【草
庵
展
(
吉
道
)
}
3
月
8

日
(
火

)
1日
日
(
日
)

{平
塚
市
機
能
訓
練
会
作
品
展

(
絵
画
、
世
道
、
工
作
)
}
3

月
お
臼
(
水

)
5幻
自
(
日
)

{指
で
描
く
絵
の
展
覧
会
(
絵

画
)
}
3
月
初
日
(
水
)
3
4

月
3
日

(
日
)

能
期
聞
を
明
記
の
う
え
、

3
月

四
日
(
土
)
ま
で
に
郵
送
で
一
T

加
平
塚
市
西
八
幡
一
丁
目
3
1

3
平
塚
市
美
術
館
(
電
話
お
|

二
一
一
一
)
へ官

記。

-伊達の薄着す

-これが私のお経です

.ゃったもんがち

家庭・生活
・酒飲みの傾向と対策

.家づくりヒン ト集

・花アルバム洋ラン

花アルパム編集部

・魅力的な自分になれる本山本大助

・築根菜食メニュー 川上光正

社会科学・その他

・ビジネスマナーの基本がわかる本

大和出版

・マイホームの買換え建換え

石井勝利

・ともに育つ「お母さんJと呼ばれて

中村健 ;

・フランス改造計画

アラン ・マンク

※掲載図。は購入国告の一部・ 詳し

くは中央図的館(宮31-0415) へ。

ひらつかカルチャー教室作昂展

展示 ・ひらつかの伝承料理

-ひらつかの和菓子

.ひらつかの学校給食

・ひらつかの名産品、特産品、

推奨品

試食 ・ひらつかの名産品、推奨品

販売 ・名産品、推奨品、特産品

3月3日側.......8日ω
午前10時~午後6時30分

ひらつか市民プラザ
(市営紅谷町駐車場内)

期間

会場

市民プラザ

包括23-6329

-問い合わせ

3月10日側.......15日ω
午前10時~午後6時

ひらつか市民プラザ

カルチャー教室で勉強している

受講生 の作 品発表。主に手工芸

の作品を中心に展示。 お気軽に

お立ち寄りを。

へ

館つを
会 でり発日
場開 」表ご
で催がすろ
は中、るの
、で市「活

作す内公動
品。各民の
の 公館成
展民ま架

4折り紙教室

期間

会場

問い合わせ市民センター内カルチ

ャー教室電話32-2235
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広報ひらつか

送
別
会
な
ど
で
お
酒
を
飲
む

機
会
が
多
く
な
る
時
期
、
お
酒

の
飲
み
過
ぎ
に
注
意
し
よ
う
。

ア
ル
コ
ー
ル
の
飲
み
過
ぎ

は
、
肝
臓
に
脂
肪
が
た
ま
る
脂

肪
肝
や
肝
炎
に
な
っ
た
り
、
肝

硬
変
へ
と
進
む
こ
と
が
あ
る
。

肝
硬
変
は
肝
臓
全
体
が
繊
維
化

し
て
硬
く
な
る
病
気
で
、
肝
臓

と
し
て
の
機
能
を
果
た
せ
な
く

な
っ
て
し
ま
う
怖
い
病
気
。
こ

れ
を
予
防
す
る
に
は
、
週
に
ニ

平成6年 3月寸日(3) 

日
は
酒
を
飲
ま
な
い
「
酒
休
二

日
制
」
に
心
掛
け
、
飲
み
過
ぎ

に
注
意
し
、
飲
む
と
き
は
た
ん

ぱ
く
質
を
多
く
含
ん
だ
つ
ま
み

を
と
り
、
ゆ
っ
く
り
楽
し
く
飲

む
よ
う
に
し
よ
う
。

参
考
に
、
お
酒
に
良
い
つ
ま

み
を
紹
介
す
る
。

{
ポ
テ
ト
カ
ナ
ッ
ペ
}
1
人
分

幻
・
5
J旬
、
タ
ン
パ
ク
質

5
・
4
句
、
指
肪
3
・
7
旬、

塩
分
0
・
4
一山ラ

マ
材
料

じ

ゃ

が
芋
2
分
の
1

(mMラ
)
、
納
豆

8
分
の
l
パ

ッ
ク

(M
M
3
、
チ
ー
ズ
(
溶

け
る
も
の
)
薄
切
り
1
枚
(
叩

匂
)
、
背
じ
そ
2
分
の
l
枚、

替
油
小
さ
じ
5
分
の
1
、
塩
、

こ
し
よ
う

マ
作
り
方
①
じ
ゃ
が
芋
は
皮

っ
き
の
ま
ま
、
ラ
ッ
プ
に
包
み

心
の
健
康
診
断

マ
日
程

3
月
2
日
(
水
)

9
日

(
水
)
、
日
日
(
金
)

幻
自

(水
)

はがきに赤ちゃんの氏名、性別、生年月日と両親の住

所、氏 名、年齢、電話番号、会社名を記入のうえご応

募ください。対象は 1蔵米満の赤ちゃんで‘す。応募

された はがき(1日掲載分は26日---10日締め切り、

15日掲職分は11日---25日締め切り)は、 抽選に

より広報紙に掲載します。今回は19人応募。

唱を送り先 〒 254平塚市浅間町 9- 1 
平 塚市広報広聴課 「赤ちゃんの

ステージ」係

-
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
1
時

叩
分

3
3時
却
分

マ
会
場
平
塚
保
健
所
(
訪
問

も
可
)

マ
対
象
心
や
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
、

ア
ル
コ
ー
ル
等
の
悩
み
を
持
つ

本
人
、
家
族

マ
担
当
者
精
神
科
医
、
ケ
ー

ス
ワ
ー
カ
ー

マ
申
込
先
平
塚
保
健
所
(
電

話
泣

l
O
一
三

O
)
予
約
制

が
ん
集
団
検
診

と
施
設
検
診
を

市
で
は
、
平
成
六
年
度
も
各

地
域
を
巡
回
す
る
が
ん
検
診
を

行
う
。
受
診
希
望
者
は
お
申
し

維
持
管
理
が
大
切
で
す

浄
化
槽
は
、
微
生
物
の
働
き

を
利
用
し
て
汚
れ
を
惜
化
す
る

装
世
で
、
微
生
物
が
活
動
し
や

す
い
よ
う
環
境
を
保
つ
た
め
、

維
持
管
理
を
す
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
保
守
点

検
や
消
捕
を
定
期
的
に
行
い
、

検
査
を
受
甘
る
こ
と
が
浄
化
糟

法
で
決
め
ら
れ
て
い
る
。

保
守
点
検
・
清
掃
・
法
定
検

査
は
浄
化
槽
の
正
し
い
働
ぎ
に

欠
か
せ
な
い
三
つ
の
ポ
イ
ン
ト

で
あ
る
。
こ
の
三
つ
の
ポ
イ
ン

ト
を
守
っ
て
川
や
海
を
汚
染
か

ら
守
ろ
う
。

①
保
守
点
検
県
知
事
の
安
録

を
受
廿
た
業
者
が
行
う
も
の

で
、
浄
化
槽
の
運
転
状
況
の
点

検
や
装
置
の
調
整
、
修
理
、
消

毒
剤
の
補
充
な
ど
を
行
う
。

②
清
掃
市
長
の
許
可
を
受
け

た
神
化
槽
消
掃
業
者
が
行
う
も

の
で
、
-
年
に
1
回
以
上
、
神

化
槽
内
に
た
ま
っ
た
ス
カ
ム
や

汚
泥
を
引
き
出
し
、
汚
泥
の
調

整
や
装
置
の
洗
浄
を
行
う
。

③
法
定
検
査

1
年
に
1
回、

県
知
事
の
指
定
し
た
検
査
機
関

が
行
う
も
の
で
、
臭
気
や
放
流

水
の
色
な
ど
を
調
べ
る
水
質
検

査
や
魯
類
審
査
な
ど
を
行
う
。

マ
問
い
合
わ
せ
先
平
塚
保
健

所

(包
話
ロ

l
O
一
三

O
)
ま

た
は
、
環
境
衛
生
管
理
課
(
内

線
二
四

二

へ

-... .•. .•. ・...•. 
-・-
・-・-・.... .. . . 

込
み
を
。

{集
団
検
診
}

マ
対
象
同
が
ん
・
大
腸
が
ん

は
刊
歳
以
上
、
子
宮
が
ん

・
乳

が
ん
は
却
歳
以
上
の
方

マ
費
用
一
部
負
担
金
あ
り

な
お
、
節
目
年
齢

(
6年
4
月

1
日
3
7年
3
月
紅
白
ま
で
に

0

5

0

5

0

5

民

4

4

5

5

6

6

直

に
な
る
方
)
お
よ
び
叩
歳
以
上

の
方
に
は
無
料
券
を
送
付
す
る

マ
申
込
方
法
は
が
き
に
希
望

す
る
検
診
名
、
住
所
、
氏
名
、

生
年
月
日
、
電
話
番
号
、
希
望

日
を
記
入
し
、
一
T
加
平
揮
市
浅

間
9
1
1
平
塚
市
健
康
諜
(
内

線
二
六
O
)
へ

マ
実
施
日
(
4
月
1
9
月
)

O
胃
・
大
腸
・
子
宮
・
乳
が
ん

検
診4

月
日
日
(
水
)

・
5
月
幻

自
(
月
)
・

6
月
初
日
(
木
)

保
健
セ
ン
タ
ー
、
7
月
刊
日

(日
)
四
之
宮
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
、
8
月
2
日

(
火
)
金
田

公
民
館
、

8
月
四
日
(
木
)
神

田
公
民
館
、

8
月
初
日
(
金
)

東
海
大
学
、

8
月
初
日
(
臼
)

市
役
所
、

9
月
ロ
目
(
月
)
保

健
セ
ン
タ
ー

健
康
ひ
と
く
ち
メ
モ

け
た
り
、
痛
み
を
こ
ら
え
て

行
う
の
で
は
な
く
、
筋
肉
を

ゆ
っ
く
り
伸
ば
し
、
そ
の
伸

ば
し
た
状
態
を
一ニ
十
秒
く
ら

い
保
つ
。
息
は
止
め
ず
に
普

通
に
し
、
少
し
ず
つ
強
く
伸

ば
す
よ
う
段
階
的
に
行
う
。

体
の
柔
ら
か
さ
は
個
人
差
が

あ
る
の
で
、
他
人
と
競
わ
な

い
よ
う
に
す
る
。

始
め
る
前
に
、
そ
の
場
か

廿
足
、
軽
い
ジ
ャ
ン
プ
等
で

体
を
温
め
て
か
ら
行
う
こ
と

が
大
切
で
あ
る
。

ス
ト
レ
ッ
チ

平爆 YWCAコーラス
フラワー コール

まどかコーラス
ラ ・カンパネラ
【午後の部出演団体】

コール・スワン
コールそれいゆ
コールみなみはら

コール・ブラ ックス

コール・ユー
コーJレ・ ララ
泌戸合口日桜美会

担4声合 UfI団平塚コールグリーン
湘南ミロウァテ

そよかぜ
花水エコー合唱部
ひばり野 コール

平塚少年少女合唱団
's士見台病院コーラス同好会

ポコ・ ア ・ポコ
・111]い合わせ

市民 セ ンター

民含圃祭第21

ス
ト
レ
ッ
チ
と
は
、
筋
肉

や
躍
を
引
き
伸
ば
す
こ
と

.
で
、
運
動
障
害
の
予
防
、
リ

ハ
ビ
リ
、
健
康
管
理
等
で
活

用
す
る
運
動
の
方
法
で
あ
る
。

ス
ト
レ
ッ
チ
は
反
動
を
つ

・

0
胃

・
大
腸
が
ん
検
診

一
市
内
の
実
施
医
療
機
関
で
子

4
月
初
日
(火
)
湘
南
農
協

一
宮
が
ん
・
乳
が
ん

・
肺
が
ん
検

土
沢
支
所
、

6

月
日
日
一
診
が
受
け
ら
れ
る
。

(
金
)

・
7
月
1
日

(
金
)
湘

一
マ
対
象
肺
が
ん
は
刊
歳
以

南
農
協
城
島
支
所
、

7
月
日
日
一
上
、
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
は
初

(水
)
湘
南
農
協
岡
崎
支
所
、
一
歳
以
上
の
方

8
月
初
日
(火
)
大
神
公
民
一
マ
費
用

一
部
負
担
金
あ
り
。

館、

9
月
目
白
(
水
)
湘
南
農
一
な
お
、
節
目
年
齢
(
前
記

「集

協
八
重
咲
支
所

一
団
検
診
」
参
照
)
お
よ
び
叩
歳

※
な
お
、

4
月
日
日
、

5
月
お

一
以
上
の
方
に
は
無
料
券
を
送
付

日、

6
月
初
日
、

7
月
刊
目
、
一

す
る

8
月
泊
目
、

9
月
ロ
臼
は
結
核
一
申
し
込
み
方
法
お
よ
び
実
施

健
康
診
断
も
実
施
す
る
。
無
料
一
医
療
機
関
名
に
つ
い
て
は
健
康

【
施
設
検
診
】

一
課

(内
線
二
六
O
)
へ
。

s
'
W

O市
民
相
談
室

(
市
役
所

1

0
消
費
生
活
相
談
毎
週
金
曜

ィ
ア
相
談

毎
週
月
3
金
曜
日

-vy

az岨
F

階
)
定
話
お
1

一一一

一
内
線
臼
9
時
S
M時

8
時
叩
分
1
口
時

三

嶋

二
九
三

O
一
般
相
談

毎
週
月
1
金
昭

O
結
婚
相
談

毎
週
日
昭
白
山

知
氏
陣

rew誉
O
人
権
法
律
相
政
・
行
政
相
股

臼
9
時
i
M時
時

九

時

(

除

く

第

3
日
曜
日
)

一…

*

郡

司

潟

拶

務

3
月
1
日
(
火
)、
日
目
(
火
)

@
青
少
年
相
談
室
(
市
民
セ
ン

O
母
子
相
談
・
{
蚕
児
童
相
談

一

…一

J
-u
lz
d
u時1
M
時

タ

1
2階
)
包
括
討
|
七
三
一
毎
週
月
1
金
暇
日
9
時
1
M時

出

.

K
E官
S

O
一
般
法
律
相
談

3
月
2
日
一

O
高
齢
者
職
業
相
識

毎
週
月

い

m

E

E

'

(

水)、

9
日
(
水
)
、
国
目
。
悩
み
ご
と
は

。ヤ
ン
グ
テ
レ

1
金
曜
日
9
時
四
分

キ

時

似

.5

，J
Y
(

水
)
日
時
1
M
時
予
約
制

ホ
ン
。
電
話
お
l
七
八
三

0

0
婦
人
相
談

3
月
刊
日

J
£
両
ぬ

)
υ
b
u
o登
記
供
託
測
量
相
談

3
月
毎
週
月
t
金
剛
日
9
時
i
m時
(
木
)
叩
時
'・3
日
時

4
Me
，
t
t
z
、
一

寺

Jil
l除

』

日

日
(
金
)
日
時
i
M時
泊

分

(

土

暇

自

は

日

時

1
U時

@
子
供
教
育
相
麟
セ
ン
タ
ー

い

4
d
r、

。
住
宅
相
験

3
月
日
白
羽
分
)

包
括
初
l
六

o
=一
軍

月

…

E

b

(
火
)
日
時
t
m時

@
福
祉
会
館

包
括
お
|
二
三

3
金
昭
日
9
時
3
口
時
(
電
話

'…

m
'
z
t
4
2、5
・

0
発
明
考
案
特
許
相
践

3
月

三
三

相
談
毎
週
月
1
土
暇
目
、
除
く

，

………

保

線

数

裁

判

官

同

九

月

口
日

u
d
v
長
持
日

向島
戸
1

5

1

-

A
'
e
(木
)
日
時
却
分
i
M時
(

木

)

日

時

却

分

1
日
時
加
分

O
三

二

.m

V

4市
川
1

0
定
例
年
金
相
談

3
月
刊
一
回
予
約
制

。
成
人
病
相
談
毎
週
火
曜
日

-m

.. Y

Z
E
E

-

(木
)
叩
時
5
日
時

O
生
活
支
撮
相
談
・
ポ
ラ
ン
テ

9
時
却
分
1
日
時
却
分
予
約
制

-A
q℃

‘

献血lこ孟l脇ヌつをEf

f{1J舌32-2235

【午前の部出演団体】

あゆみコール

コール・ シルバー
コール災m.

コール ・マ リンブルー
さきとりマ ミーコール
小さな合唱パールグループ
ひまわり児澄合唱団
平塚混声合唱団

平塚 ジ ュニアコール

3月 6日(日)

午前10時~午後 4時

市民センターホール。
r 

l.. 

日時

会場

く〉街頭献血予定日

• 3月17日(木)

紅谷パールロード

献血時間10時 -12時

。ご協力ありがとうございました <2月分〉

古河電気工業{株}平語言明主健所、富士チタンヱ淡(株)平康工場、伊藤製パン(株)平

線工場、(株)ダイクマ平縁l苫、社団法人平縁中~lß業剤師会、 住友銀機械工銭 (傑}

平爆研究所、高砂香料工栄(株) :平線工場、 日ïmm体(~剤、(株)不二家平以工場
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ジ
ャ
ズ
ア
サ
イ
ズ

ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
で
は
、

体
力
の
向
上
・
健
康
の
増
進
を

図
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
、
平
成

六
年
度
も
引
き
続
き
各
組
ス
ポ

ー
ツ
教
室
を
開
催
す
る
。

申
し
込
み
は
、
往
復
は
が
き

(
一
人
一
枚
)
に
、
希
望
す
る

教
室

・
コ
l
ス
名
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
屯
話
番
号
を
記
入

し
て
、
三
月
四
日
(
金
)
ま
で

に一

T
m平
塚
市
大
原

一
ー
一

平
康
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

(
平
塚
球
場
内

・
電
話
お

|
O

一
O二
)
へ
。

な
お
、
申
し
込
み
多
数
の
場

合
は
抽
選
と
な
る
。

第
1
回
フ
ィ

ッ
ト
ネ
ス

教
室健

康
維
持
の
た
め
の

軽
い
運
動
を
音
楽
に
合

わ
せ
て
行
う
。

マ
日
程

4
月

M
日

3
6月
幻
自
の
原
則
と

し
て
毎
週
火

・
木
曜

日
、
全
国
回

・
時

間

第

1
コ
1
ス

午
前

9
時
却
分
1
日

時
、
第
2
コ
ー
ス
午

前
日
時

3
午
後
0
時
叩

分

マ
会
場
総
合
体
育
館
メ
イ
ン

ア
リ
ー
ナ

マ
参
加
資
格
と
定
員
市
内
に

お
住
ま
い
、
お
勤
め
し
て
い
る

女

性

第

1
コ
1
ス
(
凶
歳

imw歳
)
、
第
2
コ
l
ス
(
印

歳
3
印
歳
)
各
百
八
十
人

マ
参
加
料
四
千
円

第
1
回
ジ
ャ
ズ
ア
サ
イ
ズ
教
室

ジ
ャ
ズ
の
ス
テ
ッ
プ
に
合
わ

せ
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
体
を
動
か
す
。

マ
日
程

4
月
日

B
1
9月
四

日
の
毎
週
金
昭
日
、
全
日
回

・
時
間
午
後
6
時
却
分

5
7

時
叩
分

マ
会
場

総
合
体
育
館
第
3
体

-... !-ク・~ ，. ¥ 
砂 . ~，.・'
，.，~民T

LP寸ムZF
少な).-，

Oプ ロ野 球イースタン春季教育リーグ

・15臼13時、 17日12時横浜×中日

く〉そのほかの主 な大会

.20日 8時市野球協会容季大会

• 21日 8時市少年 野 球 連 盟 オ ー ル ス

ター大会

• 26日 8時新関東大学軟式野球連盟

春季 リーグ

，，$ 
3 
月

平塚球場

育
室

マ
参
加
資
格
と
定
員
市
内
に

お
住
ま
い
、
お
勤
め
し
て
い
る

四
歳
以
上
の
方
的
人

マ
参
加
料
七
千
円

第
1
回
ス
ト
レ

ッ
チ
体
操
教
室

運
動
不
足
に
伴
う
筋
肉
の
衰

え
や
ス
ト
レ
ス
を
、
体
を
ほ
ぐ

し
血
液
を
循
環
さ
せ
る
こ
と
に

よ
っ
て
回
復
さ
せ
る
。

マ
日
程

4
月
刊
日

1
6月
M

日
の
毎
週
火
曜
日
、
全
8
回

・
時

間

午

後
1
時
1
2時

マ
会
場
総
合
体
育
館
第
3
体

育
室

マ
参
加
資
格
と
定
員
市
内
に

お
住
ま
い
、
お
勤
め
し
て
い
る

的
歳

tω
歳
の
女
性
別
人

マ
参
加
料

三
千
円

第
1
回
水
泳
教
室

マ
日
程

4
月
1
日
3
初
日
の

毎
週
火

・
金
昭
目
、
全
8
回

・
時

間

午

後
6
時
初
分
1
8

時マ
会
場
総
合
体
育
館
温
水
プ

l

レ
マ
参
加
資
格
と
定
員
市
内
に

お
住
ま
い
、
お
勤
め
ま
た
は
通

学
し
て
い
る
方
(
高
校
生
は
除

く
)と、、 ヨ園区

~ ~で 可，
3 

P 月

平嫁競技場

日
歳
't
.，

m歳
山

人

マ
参
加
料

・
五
千
円

※
初
心
者
は
泳
げ
な
い
方
を
含

む
、
初
級
者
は
息
継
ぎ
が
で
き

初
計
以
上
泳
げ
る
方

m日
に
実
業
団
駅
伝

日
チ

l
ム
が
エ
ン
ト
リ
ー

M
 

d
帽

第
三
十
三
田
市
内
実
業
団
対

抗
駅
伝
競
走
大
会
が、

三
月
二

十
日
(
臼
)
午
前
八
時
三
十
分

総
合
公
園
を

一
斉
に
ス
タ
ー
ト

す
る
。こ

の
大
会
に
は
、
市
内
の
会

ペルマーレ平塚×ジェフ

社

・
事
業
所
で
編
成
さ
れ
た
十

五
チ
1
ム
が
出
場
し
、
ゴ
ー
ル

の
設
け
ら
れ
る
山
城
中
学
校
ま

で
の
五
区
間
、
三
十
一

・
九

J
Mで
健
脚
を
競
う
。

活
躍
が
予
想
さ
れ
る
選
手

は
、
昨
年
十
二
月
五
日
に
行
わ

れ
た
福
岡
国
際
マ
ラ
ソ
ン
で
二

時
間
十
七
分
五
十
八
秒
の
好
記

録
を
出
し
た
堂
道
誠
選
手
(
市

役
所
)
な
ど
。

出
場
チ
l
ム
お
よ
び
各
中
継

所
の
先
頭
通
過
予
定
時
間
は
下

衰
の
と
お
り
。
沿
道
に
出
て
、

ぜ
ひ
ご
声
援
を
。

マ
出
場
チ
l
ム

・
一
一
一
協
化
学
、
高
砂
香
料
、
日
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スエリアがなくフエ 11 
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8時30分

8日寺50王子

9時 13分

9時 287テ

9時 49分

10時 07分

各中継所先頭通過予定時間

総合公園スター ト

城島小学校前 6.6km 

大使中学校前 7.4km 

みずほ小学校前 5.0km 

吉沢小学校 前 7.0km 

山城中学校ゴール 5.9km

第 1区

第 2区

第 3区

第 4区

第 5区

係~_ IJj②汀/~lh m

努議議機τ
O主 な大会

• 6目、 13日 9時県実業団パスケツ

トボール選手権大会

• 12日 9時平塚卓球協会会長杯争噂

卓球大会

• 19日-21日 ソフトテニスジャパン

カップ国際大会(有料)

• 21日 9時平塚弓道大会

• 26日-28日 9時関東中学校こゆる

ぎ杯・袖ヶ浦杯争当寧剣道大会

• 27日 9時市空手道連盟演武大会

総合体育館

※問い合わせ は、総合公園管理

事務所(電話35-2233)へ。
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一

面

勤
務
先
や
自
宅
に
突
然
世
話
勧
誘
商
法
』
ま
た
は

『資
格
商

を
か
け

「ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
法
』
と
呼
ば
れ
る
、
国
家
資
格

は
見
ま
し
た
か
」
、
「
あ
な
た
な
ど
の
受
験
講
座
の
通
信
販
売

は
関
東
地
区
の
何
千
人
の
中
か
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
増
え
て
い

ら
選
ば
れ
ま
し
た
」
、
「
こ
れ
る
。
通
信
販
売
に
は
訪
問
販
売

か
ら
は
資
格
が
生
き
る
時
代
で
に
あ
る
ク
l
リ
ン
グ
オ
フ
の
適

す
」
な
ど
、
長
々
と
説
明
を
す
用
が
な
く
、
契
約
は
口
頭
で
も

る
。
電
話
を
早
く
切
っ
て
欲
し
成
立
す
る
。

い
と
い
う
気
持
ち
を
逆
手
に
と

い
い
か
げ
ん
な
返
事
は
ト
ラ

っ
て

「今
日
が
締
め
切
り
、
早
ブ
ル
の
も
と
。
契
約
は
慎
重
に
。

く
申
し
込
み
を
」
と
迫
る
。
と

【相
談
の
受
け
付
け
}

り
あ
え
ず

「受
け
て
み
ま
す
」

マ

市
民
相
談
室
(
市
役
所
ー

と
返
事
を
し
て
し
ま
う
と
、
階

・
電
話
お
l
一
一
一
一
内
線

「あ
な
た
は
既
に
登
録
済
み
、

二
九
三
)
、
毎
週
金
曜
日

取
り
消
し
は
で
き
な
い
」
と
い

マ
平
塚
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

う
こ
と
に
な
り
、
受
講
料
の
諮
(
紅
谷
町
M
1
幻

T
マ
リ
ン
ピ

求

書

を

送

付

し

て

く

る

。

ル

4
階

・
電
話
幻
l
四

O
九

最
近
、
こ
の
よ
う
な

「電
話
一
ニ
)
、
毎
週
月
曜
日

1
金
曜
日

より豊かな人生を楽じむために

図書E弁淳子さんプロフィール
'75年に女性として初めてエベレ
ストに登頂成功、 '80年にキリマ
ンジャロなど次唱に成功し、 日本
人として初めて 7大陸の鰻高崎登
頂者となる

'94平塚市生涯学習公開講座
講演私の出会った人生の達人

講師登山家田部井淳子

とき 3月 4日(金)

午後6時.......8時

ところ 中央公民館

・入場無料、先治 700人

⑨申し込み 電話で社会教育楳(内線 524)へ

。見附台体育館 {包括31ー 3057)

・開放砲目 以球、バドミントン、パスケツ

ト、軟式庭球(-16時 }、バレー 06時-)

• 3月14日(月)午後 1時~午後8時

・3月28日(月)グ

。金田公民館体育館 (包括31-2136)

0金目公民館体育館 (包絡58ー0101)

0神田公民館体育館 〈明記5-0239)

。旭南公民館体育館 何倍3)-2255)

-開放種目 ノTレー(9時~印刷、バドミン

トン、卓球(l3f時-16時)、バスケット (16
時 -20時)

• 3月7日(月)午前9時~午後8時

・3月21日(月)グ

徳富¥飽⑫髄叡国
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